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セットアップガイド

このたびは交流電源PCR-LEシリーズをお買い上げいただきまして、
まことにありがとうございます。
PCR-LEシリーズは永年にわたり実績のある PCR-LAシリーズ交流
電源をさらに進化させたものです。高速リニアアンプと任意波形シ
ンセサイザの組み合せによって、純度の高い交流電源を実現します。

開梱時の点検
製品を受け取ったら、付属品が正しく添付されているか、製品およ
び付属品が損傷していないか確認してください。万一、損傷または
不備がありましたら、お買い上げ元または当社営業所にお問い合わ
せください。本製品を輸送するときのために、梱包材を保管してお
くことをお勧めします。

付属品

セットアップガイド（1冊）

クイックリファレンス
（和文１冊、英文１冊）
安全のために（1冊）

重量物警告シール（1枚）
PCR500LEは添付されません
PCR1000LE: A8-900-154 
PCR2000LE: A8-900-155
PCR3000LE: A8-900-157
PCR4000LE: A8-900-157
PCR6000LE: A8-900-158
PCR9000LE: A8-900-158

電源コード
PCR500LEのみ添付されます

CD-ROM（1枚）

プラグ: CEE7/7
定格: 250Vac/10A
[85-AA-0005]

プラグ: GB1002
定格: 250Vac/10A 
[85-10-0791]

または または

付属される電源コードは仕向先によって異なります。

プラグ：NEMA5-15
定格：125 Vac/15 A
[85-10-1030]

特徴
PCR-LEシリーズは、次のような各種機能を装備しています。
•	各種電源シミュレーション
停電や瞬停などの電源ライン異常シミュレーションが可能です。
電源環境試験をするための基本的な機能です。

•	各種測定
出力の実効値電圧／電流、ピーク電圧／電流、有効電力／皮
相電力、力率 を測定できます。出力電流の高調波解析（40次
まで） が可能です。

•	 DC出力
DC出力とAC+DC出力が可能です。化学や物理などの幅広い
分野で使用できます。

•	シーケンス機能
出力電圧／周波数／波形を時間の経過とともに変化させることが
できます。電源環境試験を自動化できます。
AC出力以外にDC出力やAC+DC出力のシーケンスも可能です。
各種規格試験も実施できます。

•	センシング機能、レギュレーションアジャスト機能
負荷機器が離れた場所に設置されている場合でも、電圧降下を
補正して負荷端での電圧（実効値）を安定化できます。
センシングにはハードセンシングとソフトセンシングがあります。
負荷条件や使用用途によって使い分けができます。

•	出力電流制御
電流リミット機能で出力電流（実効値）を一定に制御して連続
運転動作ができます。電設機器（分電盤、ブレーカ、配線機器
など）を安定した条件で通電試験できます。

•	エコ機能（節電機能）
一定時間出力しないと電力ユニットが休止状態になって電力消費
を抑えるスリープ機能や、供給負荷に応じて必要な電力ユニット
だけを運転させる省エネ運転機能があります。

•	メモリー機能
本体メモリーに出力周波数、電圧（AC/DC）、波形バンク設定
を 99個保存できます。
USBメモリーに本体メモリー内容、パネル設定、電源ライン異
常シミュレーション、シーケンスデータ、波形バンクデータを保
存できます。

•	外部通信
RS232Cでリモートコントロールできます。オプションのインター
フェースボードを使用すると、USB、GPIB、LANでリモートコ
ントロールできます。

•	単相 3線出力／三相出力（オプション）
オプションの 2P05-PCR-LEを使用すると、本製品２台の出力を
シリーズ結線して、単相 3線電源として使用できます。3P05-
PCR-LEを使用すると、本製品３台の出力をスター結線して、三
相電源として使用できます。

•	並列運転（オプション）
オプションの PD05M-PCR-LE/ PD05S-PCR-LEを使用すると、
PCR-LEシリーズを並列運転（PCR500LEとPCR1000LEを除く。
最大５台または電力 27 kVA以内、異なるモデル同士でも可）で
きます。

•	外部アナログ信号制御（オプション）
オプションの EX05-PCR-LE/ EX06-PCR-LEを使用すると、
PCR-LEシリーズの出力を外部アナログ信号で制御できます。
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取扱説明書について
取扱説明書は、交流電源 PCR-LEシリーズを使用される方、また
は操作の指導をされる方を対象に制作しています。
電気に関する知識（工業高校の電気系の学科卒業程度）を有する
方を前提に説明しています。
PDFの閲覧には、Adobe Reader 6.0以降が必要です。
HTMLは次のブラウザで閲覧できます。
　ブラウザ：Microsoft Internet Explorer 9以降

取扱説明書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、
万一不審な点や誤り、記載漏れなどありましたら、当社営業所にご
連絡ください。
取扱説明書に乱丁、落丁などの不備がありましたら、お取り替え
いたします。取扱説明書を紛失または汚損した場合には、新しい
取扱説明書を有償でご提供いたします。どちらの場合も購入先また
は当社営業所にご依頼ください。その際は、表紙に記載されている
「Part No.」をお知らせください。
取扱説明書をお読みになったあとは、いつでも見られるように必ず
保管してください。

取扱説明書の表記

取扱説明書では、交流電源 PCR-LEシリーズを「PCR-LEシリーズ」
や「PCR-LE」と呼ぶことがあります。
取扱説明書で「パソコン」は、パーソナルコンピュータやワークステー
ションの総称です。
取扱説明書で使用している画面イラストと、実際に表示される画面
は異なる場合があります。画面イラストは一例です。
取扱説明書では、説明に次の書式を使用しています。

警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡
または傷害を負う可能性が想定される内容を示します。

注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損害
のみの発生が想定される内容を示します。

ー Noteー
知っておいていただきたいことを示しています。

ー解説ー
用語や動作原理などの説明です。

＞
パネルキーとファンクションキーで選択していただく項目の階層を
示しています。「>」の左の項目が上位の階層になります。
例えば、「V > ACVOLT(F1)を押します。」と書いてある場合には、
Vキーを押した後にACVOLT(F1)ファンクションキーを押します。

（SHIFT+キー名）
SHIFTキーを押しながら青色表示（キー左側の下段）の付いた
キーを押す操作を示します。

付属 CD-ROMの内容

付属の CD-ROMをドライブに挿入します。しばらくするとトッ
プ画面が表示されます。トップ画面が表示されない場合には、
Windows ExplorerからCD-ROMを参照して、index.htmlをダブ
ルクリックするとトップ画面が起動します。

以下の内容が収録されています。

•	 KI-VISA x.x.x

•	 IVI-COM

•	取扱説明書

「取扱説明書を見る」の「PCR-LE」をクリックすると、取扱説明
書のページに移動します。
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取扱説明書について

取扱説明書の構成

取扱説明書は、以下のドキュメントで構成されています。

 ■ユーザーズマニュアルー基本編ー
•	前面パネルと後面パネル

•	パネル操作の基本

•	出力電圧／周波数を設定する

•	出力のオン・オフ

•	測定値の表示
表示する測定値の切り替え方法

•	リミット値を設定する
リミット機能は、本製品の出力電圧設定値や周波数設定値に制
限を設けて、誤操作によって負荷に損傷を与えるのを防止したり、
負荷に流れる電流を制限したりする機能です。リミット値（制限
値）を負荷の条件に合わせて、事前に設定できます。

•	保護機能を使用する
本製品は、次のような保護機能を備えています。
入力電圧低下保護
過熱保護（OHP）
過負荷保護（OVERLOAD）
内部半導体保護（OCP）
出力低電圧保護（UVP）
出力過電圧保護（OVP）

•	メモリーを使用する
本製品は本体のメモリーに保存する方法と、USBメモリーに保
存する方法の 2通りあります。

 ■ユーザーズマニュアルー仕様ー
本製品の電気的仕様と外形図を記載しています。

 ■ユーザーズマニュアルー付録ー
•	用語解説、動作特性、出力と負荷について

•	ピークホールド電流測定

•	シーケンスチュートリアル

•	オプション

•	工場出荷時設定（イニシャライズ）

•	保守、故障かなと思ったら

•	アラーム・トラブル、エラーメッセージ

 ■セットアップガイド（本書）
初めてご使用になる方を対象に、製品の概要、接続方法などにつ
いて記載しています。

 ■クイックリファレンス
パネルの説明や操作方法を簡潔に説明しています。

 ■安全のために
安全に関する一般的な注意事項を記載しています。内容をご理解
いただき、必ずお守りください。

 ■プログラミングシート
•	電源ライン異常シミュレーション動作設定表

•	シーケンス動作設定表

 ■ユーザーズマニュアルー応用編ー
•	シンクロ機能を使用する
本製品の出力電圧の周波数と位相を、入力電源の 50 Hzまたは 
60 Hzに同期させる（シンクロさせる）機能です。

•	コンペンセーション（電圧補償）機能を使用する
本製品から遠い場所に負荷が接続されている場合に、負荷線に
よる電圧降下を補償する機能です。

•	電源ライン異常シミュレーションを使用する
ACモードで使用している場合に、PCR-LEシリーズの出力を停
電、電圧降下（ディップ）、電圧上昇（ポップ）させて電源ライ
ンの異常シミュレーションができます。

•	シーケンス機能を使用する
あらかじめ保存しておいた出力電圧、周波数、時間などの組み
合わせの設定を順番に呼び出して自動運転する動作です。

•	高調波電流解析機能を使用する
出力電流の高調波解析ができます。

•	特殊波形を出力する（波形バンク）
サイン波形のピークがつぶれたピーククリップ波形を出力できま
す。

•	出力インピーダンスを設定する
本製品の出力インピーダンス（出力抵抗）はほぼ 0 Ωです。商
用電源は数 mΩから数Ωのインピーダンス（抵抗）を持ってい
ます。本製品では出力インピーダンスを変更することが可能です。
商用電源と同様な環境をシミュレートすることができます。

•	ソフトスタート（電圧上昇時間）を設定する
負荷機器の突入電流が本製品の定格容量を超えて出力オフ（ア
ラーム作動）したり、電圧低下するのを防止するために、出力を
オンにしたときに出力電圧を徐々に上昇させて突入電流を抑制で
きます。

•	内部 Vccを固定する
本製品はリニアアンプ部の損失を最小限に抑えるために、リニア
アンプの電源電圧（Vcc）を出力電圧に応じて適正レベルに自動
調整しています。この Vcc電圧を固定できます。出力電圧変化
の時間を優先させたい場合に有効です。

•	レスポンスを選択する
本製品は高速アンプを使用しています。負荷（特に容量性負荷）
の回路や配線状態によって、動作が不安定になったり発振したり
するときがあります。負荷条件や用途に応じて内部アンプ系の応
答速度を変更（3段階）できます。

•	エコ機能を使用する
本製品にはスリープ機能と省エネ運転機能の 2種類のエコ機能
があります。

•	外部アナログ信号で制御する（オプション）
オプションのアナログ信号インターフェースボードを使用して、
外部アナログ信号で本製品を制御できます。

 ■通信インターフェースマニュアル
リモートコントロールについて記載しています。
パーソナルコンピュータを使用して計測器を制御するための基礎知
識を十分に有する方を対象に制作しています。
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PCR-LEシリーズの機種構成
PCR-LEシリーズは単相出力です。以下のモデルがあります。

形名 定格出力容量 最大出力電流
100 V出力時 200 V出力時

PCR500LE 500 VA 5 A 2.5 A
PCR1000LE 1 kVA 10 A 5 A
PCR2000LE 2 kVA 20 A 10 A
PCR3000LE 3 kVA 30 A 15 A
PCR4000LE 4 kVA 40 A 20 A
PCR6000LE 6 kVA 60 A 30 A
PCR9000LE 9 kVA 90 A 45 A

設置時の注意
本製品を設置するにあたって、別冊の「安全のために」に記載さ
れた「設置場所の注意」事項をお守りください。以下は、本製品
に限定された内容です。

 ●本製品を設置する際は、下記の温度範囲／湿度範囲をお守りく
ださい。
動作温度範囲：0℃～ 50℃
動作湿度範囲：20 %rh～ 80 %rh（結露なし）

 ●本製品を保管する際は、下記の温度範囲／湿度範囲をお守りく
ださい。
保存温度範囲：-10℃～ 60℃
保存湿度範囲：90 %rh以下（結露なし）

 ●吸気口および排気口と壁面（または障害物）との間は必ず 20 
cm 以上あけてください。

 ●L字金具等で床面に固定して使用してください。（PCR6000LE/ 
PCR9000LEのみ）
オプションに、ベースホールドアングル（OP03-KRC）があります。

移動時の注意
本製品を設置場所まで移動する、または輸送するときには、次の
点に注意してください。

 ●ストッパを上げてください。
ストッパを上げないで移動すると、転倒によるけがの原因になり
ます。（PCR500LE/ PCR1000LE/ PCR2000LEには、ストッパ
はありません。）

 ●キャスタをフリーにしてください。(PCR500LEを除く )

 ●一人で移動しないでください。(PCR500LEを除く )

二人以上で移動作業をしてください。特に傾斜や段差のある場
所では十分に注意してください。
底面に手をかけてください。
フォークリフトを使用する場合には、必ず底面へフォークをかけ
て、安定性を十分確認してからつり上げてください。
バンドなどを用いてクレーンでつり上げる場合には、必ず底面へ
バンドをかけて、安定性を十分確認してからつり上げてください。

 ●横に倒したり、天地を逆にしたりしないでください。

キャスタのロックとストッパの使用 
（PCR500LEを除く）

本製品の底面にはキャスタが付いているので、少ない力でも移動で
きます。本製品を使用中に誤って移動させてしまうことがないよう
に、ストッパを使用して設置場所に固定してキャスタをロックしてく
ださい。PCR1000LE/ PCR2000LEには、ストッパはありません。
ストッパは、上から見て、左（反時計方向）へ回すと上がり、右（時
計方向）へ回すと下がります。
キャスタはロックレバーを下げるとロックになり、上げるとフリーに
なります。

フリー

ロック

フリー

ロック

PCR1000LE/ PCR2000LE

PCR3000LE/ PCR4000LE/ PCR6000LE/ PCR9000LE

下 上

ストッパ
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端子台トレーの取り扱い（PCR1000LE～ PCR9000LE）
本製品の ACインプット、OUTPUT端子台、SENSING端子台、
J1～ J4コネクタは端子台トレーを引き出して接続する構造になっ
ています。ターミナルボックスカバーは、未配線端子に触れないよ
うにするためです。ねじの取り扱いにはプラスドライバを使用します。

1  
POWERスイッチがオフになっていることを確認しま
す。

2  
ターミナルボックスカバーのねじ（4カ所）をゆるめて、
カバー（2カ所）を上にスライドします。

M3 x 4

3  
端子台トレーのねじ（2カ所）をはずして、トレーを引
き出します。

M4 x 2

4  
ストッパを引き出して、端子台トレーが動かないように
ロックします。

ストッパ

5  
必要な端子台／コネクタに、電線／ケーブルを接続し
ます。

6  
ストッパを元の位置に戻します。

7  
端子台トレーを元の位置に戻して、手順 3 で外したねじ
（2カ所）を取り付けます。
端子台トレーが確実に収納されていないと、POWERスイッ
チをオンにしても本製品には通電されません。

8  
ターミナルボックスカバー（2カ所）を電線に触れるま
で下にスライドして、ねじ（4カ所）で固定します。
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電源コードを接続する（PCR500LE）
本製品は IEC規格過電圧カテゴリ IIの機器（固定設備から供給さ
れるエネルギー消費型機器）です。

警告
感電の恐れがあります。
• 本製品は IEC規格 Safety Class Iの機器（保護導体端子
を備えた機器）です。感電防止のために必ず接地（アース）
してください。

• 接地は、電気設備技術基準に基づく D種接地工事が施さ
れた大地アースへ、必ず接続してください。

• 接続する分電盤のブレーカは、本製品の最大入力電流に
見合った遮断電流を選択してください。

注意
AC電源ラインの電圧ひずみが大きいと、故障の原因になり
ます。発電機等への接続はできません。

ー Noteー
• AC電源ラインへの接続には、付属の電源コードを使用してく
ださい。
定格電圧またはプラグの形状によって、付属の電源コードが使
用できない場合には、専門の技術者が 3 m以下の適切な電源
コードと交換してください。電源コードの入手が困難な場合に
は、購入先または当社営業所へ相談してください。

• プラグ付き電源コードは緊急時に AC電源ラインから本製品を
切り離すために使用できます。いつでもプラグをコンセントか
ら抜けるように、プラグを容易に手が届くコンセントに接続し、
コンセントの周囲は十分な空間をあけてください。

• 付属の電源コードをほかの機器の電源コードに使用しないでく
ださい。

1  
接続するAC電源ラインが本製品の入力定格に適合し
ているか確認します。
入力できる電圧は 100 Vac～ 120 Vacまたは 200 Vac～
240 Vacの範囲における公称電源電圧のどれか、周波数は
50 Hzまたは 60 Hzです。

2  
POWERスイッチがオフになっていることを確認します。

3  
後面パネルの AC INPUTインレットに電源コードを接
続します。

4  
電源コードのプラグをコンセントに差し込みます。

電源コードを接続する（PCR1000LE～ PCR 9000LE）
本製品は IEC規格過電圧カテゴリ IIの機器（固定設備から供給さ
れるエネルギー消費型機器）です。

警告
感電の恐れがあります。
• 本製品は IEC規格 Safety Class Iの機器（保護導体端子
を備えた機器）です。感電防止のために必ず接地（アース）
してください。

• 接地は、電気設備技術基準に基づく D種接地工事が施さ
れた大地アースへ、必ず接続してください。

• 接続の前に分電盤のブレーカをオフにしてください。
• ターミナルボックスカバーを外して使用しないでくださ
い。
感電や火災の危険があります。
• 接続する分電盤のブレーカは、本製品の最大入力電流に見
合った遮断電流を選択してください。

• 専門の技術者が、電源コードを分電盤へ接続してください。

注意
AC電源ラインの電圧ひずみが大きいと、故障の原因になり
ます。発電機等への接続はできません。
本製品の内部では、入力端子の極性に合わせて入力ヒューズ
などの保護回路が接続されています。必ず電線の色と入力端
子を合わせて正しく接続してください。

PCR500LE～ PCR6000LE（単相 200 V入力）： 
　L、N、および （GND）
PCR6000LE、PCR9000LE（三相 200 V入力）： 
　R、S、T、および （GND）
PCR6000LE、PCR9000LE（三相 400 V入力）： 
　R、S、T、N、および （GND）

ー Noteー
本製品の POWERスイッチは、緊急時に AC電源ラインから本
製品を切り離すことができます。POWERスイッチをいつでも
オフにできるように、POWERスイッチの周囲は十分な空間を
あけてください。

本製品は電源コードが付属されていません。
オプションの入力電源コードがあります。分電盤側の端末処理は、
分電盤のねじに適合した圧着端子を取り付けてください。
オプションの入力電源コードを使用しない場合には、以下の電源
コードを準備してください。

ケーブル 公称断面積 入力端子
PCR1000LE 単相 200 V入力 3芯キャブタイヤ 

ケーブル
または
単芯、3本

5.5 mm2以上 M4

PCR2000LE 単相 200 V入力 単芯、3本 8 mm2以上 M5
PCR3000LE 単相 200 V入力 単芯、3本 14 mm2以上 M8
PCR4000LE 単相 200 V入力 単芯、3本 22 mm2以上 M8
PCR6000LE 単相 200 V入力 単芯、3本 14 mm2以上 M8

三相 200 V入力 単芯、4本 14 mm2以上 M5
三相 400 V入力 単芯、5本 5.5mm2以上 M5

PCR9000LE 三相 200 V入力 単芯、4本 14 mm2以上 M5
三相 400 V入力 単芯、5本 5.5mm2以上 M5

 ■入力端子結線ねじの締め付けトルク

締め付けトルク [N･m]
M4 M5 M8
1.2 2.0 5.5
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電源コードを接続する（PCR1000LE～ PCR 9000LE）
端子台トレーを引き出して、電源コードを取り付けます。

1  
接続するAC電源ラインが本製品の入力定格に適合し
ているか確認します。
入力できる電圧（以下の範囲における公称電源電圧のどれか）:
PCR500LE～ PCR4000LE（単相 200 V入力）：

100 Vac～ 120 Vacまたは 200 Vac～ 240 Vac
PCR6000LE （単相 200 V入力）：200 Vac～ 240 Vac
PCR6000LE 、PCR9000LE （三相 200 V入力）：
　200 Vac～ 240 Vac（線間電圧）
PCR6000LE 、PCR9000LE （三相 400 V入力）：
　220 Vac～ 240 Vac（相電圧）
周波数 : 50 Hzまたは 60 Hz

2  
POWERスイッチがオフになっていることを確認します。

3  
端子台トレーを引き出します。

4  
電源コードを端子台の表示に合わせて接続します。

N

T S R

PCR6000LE、PCR9000LE
三相 200 V入力

PCR6000LE、PCR9000LE
三相 400 V入力

PCR1000LE - PCR6000LE
単相 200 V入力

L

T S R

N

PCR1000LE : M4
PCR2000LE: M5
PCR3000LE - PCR6000LE: M8

M5

M5

5  
分電盤のブレーカをオフにします。

6  
電源コードを分電盤の表示に合わせて接続します。

7  
端子台トレーを元の位置に戻します。
端子台トレーが確実に収納されていないと、POWERスイッ
チをオンにしても本製品には通電されません。

8  
分電盤のブレーカをオンにします。

電源を投入する

POWERスイッチオン

負荷を外した状態で電源を投入します。

1  
後面パネルのOUTPUT端子台および前面パネルのアウ
トレットに何も接続されていないことを確認します。

2  
電源コードが正しく接続されていることを確認します。

3  
POWER SELECTORスイッチがMASTER側になって
いるか確認します。

4  
POWERスイッチを（｜）側に倒してオンにします。
ファームウェアバージョンが数秒間表示されます。異常が
なければホームポジション（基本画面）になります。

0.00 A 0.0 Vpk rms

ACLOAD

99.00 Hz
RANGE   L

RESP.MOUTPUT

OFF

ご購入後、初めて POWERスイッチをオンにしたときには、工場出
荷時の設定で立ち上がります。それ以外では前回、POWERスイッ
チをオフにしたときの設定（出力のオン／オフを除く）で立ち上が
ります。
POWERスイッチをオンにした時の出力の状態を設定できます。詳
細については、付属 CDに収録されている「操作マニュアル－基本
編ー」を参照してください。
ALARMまたはエラー番号が表示された場合には、付属 CDに収
録されている「アラーム･トラブル」を参照してください。

POWERスイッチオフ

本製品の POWERスイッチを（○）側に倒してオフにします。
POWER スイッチをオンにしたときは、以下の項目を除き、前回
POWER スイッチをオフにしたときの設定で立ち上がります。
バンク番号 24からバンク番号 63の波形バンク内容
出力の状態（OUTPUTオン／オフ）
設定を切り替えてからすぐに POWERスイッチをオフにすると、最
後の設定を記憶しない場合があります。

注意
故障の原因になります。POWERスイッチをオフにして再度
オンにする場合には、5秒以上の間隔をとってください。
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本製品から取り出せる最大電流は機種ごとに異なります。また本製
品の電圧モードや負荷の種類や状態で異なります。負荷の容量に
対して十分な出力電力容量を確保してください。機種別の出力最
大電流（ACモード（AC実効値）出力電圧 1 V～ 100 V/ 2 V～
200 V、負荷力率 0.8～ 1の場合）を下表に示します。

出力電圧 
レンジ

PCR 
500LE

PCR 
1000LE

PCR 
2000LE

PCR 
3000LE

PCR 
4000LE

PCR 
6000LE

PCR 
9000LE

L 5 A 10 A 20 A 30 A 40 A 60 A 90 A
H 2.5 A 5 A 10 A 15 A 20 A 30 A 45 A

ー解説ー
POWERスイッチがオンの状態では、出力がオフでも出力端子（L
または N）とシャシ（接地：G）間に危険な電圧が発生しています。
出力端子とシャシ間の電圧発生をなくすには、OUTPUT端子台
の Nと Gを接続してください。

 ■出力端子結線ねじの締め付けトルク

出力端子 締め付けトルク [N･m]
PCR500LE M4 1.4
PCR1000LE/ PCR2000LE M4 1.2
PCR3000LE/ PCR4000LE M5 2.0
PCR6000LE/ PCR9000LE M8 5.5

OUTPUT 端子台への接続

 ■電線の準備
負荷への接続は、難燃性で出力電流に応じた径の電線を使用して
ください。

負荷に接続する単芯電線の要件

公称断面積
[mm2]

AWG (参考断面積 )
[mm2]

許容電流 *[A](Ta = 30 ℃ )

0.9 18 (0.82) 17
1.25 16 (1.31) 19
2 14 (2.08) 27
3.5 12 (3.31) 37
5.5 10 (5.26) 49
8 8 (8.37) 61
14 6 (13.3) 88
22 4 (21.15) 115

*電気設備技術基準　第 172条（省令第 57条）「低圧屋内配線の許容電流」より

電線の被覆（絶縁物）材質（許容温度）や多芯ケーブルなどの条
件によって異なります。表以外の電線の場合には、日本電気技術規
格委員会で承認された JESC E0005の内線規定に従ってください。

警告
感電の恐れがあります。OUTPUT端子台への接続は、必ず
POWERスイッチをオフして、入力電源プラグを抜くか、
分電盤からの給電を遮断してください。

ー Noteー
OUTPUT 端子台の L、Nは入力電源から絶縁されています。極
性は安全上の問題にはなりません。シンクロモード（入力電源
との同期）や DCモードでは極性が関係するため、負荷の極性
を確認して接続してください。接地は、L、Nのどちらでもかま
いません。
DCモードと AC+DCモードでは、Nを基準にして、＋（正）極
性の時は Lが＋（正）電位、－（負）極性の時は Lが－（負）
電位になります。

電線の接続（PCR500LE）

端子カバーは、工場出荷時にはカバーの上側の穴を使用して、
OUTPUT端子が露出しないように取り付けられています。

警告
感電の恐れがあります。端子カバーを外して使用しないで
ください。

1  
POWERスイッチがオフになっていることを確認します。

2  
電源コードがコンセントから外れているか確認します。

3  
OUTPUT端子台に取り付けてある端子カバーを外しま
す。

4  
負荷へ接続する電線をOUTPUT端子台に確実に接続
します。
負荷に接地（GND）端子がある場合には、必ず本製品の
OUTPUT端子台の G端子へ接続してください。電線は、必
ず負荷へ接続する電線の線径と同じか、それ以上のものを
使用してください。

L

N

G

M4

5  
手順 3 で外した端子カバーを、下側の穴を使用して取
り付けます。

L
N
G

 下側の穴を使用します。

負荷線（LとN）をツイスト（撚る）して、出力端子と負荷の間を
最短で接続してください。ツイストできない場合には、互いに沿わ
すように配線して、結束バンドで何カ所か留めることをおすすめし
ます。

OUTPUT端子台を使用しない場合には、端子カバーを取り付けて
ください。

上側の穴を使用して
端子カバーを取り付けます。

上側の穴を使用して
端子カバーを固定す
ると、OUTPUT端子が
露出しません。

負荷の接続
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電線の接続（PCR1000LE～ PCR9000LE）

端子台トレーを引き出して、負荷線を取り付けます。

1  
POWERスイッチがオフになっていることを確認します。

2  
分電盤のブレーカがオフになっているか確認します。

3  
端子台トレーを引き出します。

4  
負荷へ接続する電線を OUTPUT 端子台に確実に接続
します。
負荷に接地（GND）端子がある場合には、必ず本製品の 
OUTPUT 端子台の G端子へ接続してください。電線は、必
ず負荷へ接続する電線の線径と同じか、それ以上のものを
使用してください。

G

N L

PCR1000LE, PCR2000LE : M4
PCR3000LE, PCR4000LE : M5
PCR6000LE, PCR9000LE : M8

5  
端子台トレーを元の位置に戻します。
端子台トレーが確実に収納されていないと、POWERスイッ
チをオンにしても本製品には通電されません。

負荷線（LとN）をツイスト（撚る）して、出力端子と負荷の間を
最短で接続してください。ツイストできない場合には、互いに沿わ
すように配線して、結束バンドで何カ所か留めることをおすすめし
ます。

負荷が本製品から離れた場所にある場合

リモートコントロールでは、出力オフはできますが、POWERスイッ
チのオフはできません。本製品から離れたまま負荷を接続したい場
合には、感電を防止するために、OUTPUT端子台と負荷間にスイッ
チを設けて、そのスイッチをオフにします。

警告
感電の恐れがあります。
• OUTPUT端子台と負荷間にスイッチを設置するときには、
必ず POWERスイッチをオフにして電源プラグをコンセ
ントから抜くか、分電盤のブレーカをオフにしてくださ
い。

• スイッチの電流定格は、本製品の最大電流以上が必要で
す。

• スイッチの回路は、Lと Nを同時に遮断できる 2極が必
要です。

• 必ずスイッチをオフにしてから、スイッチの負荷側の端
子に負荷を接続してください。

• POWERスイッチがオンの時には、スイッチの端子に触
れないでください。OUTPUT端子台への接続は、必ず
POWERスイッチをオフして、入力電源プラグを抜くか、
分電盤からの給電を遮断してください。

OUTPUT

PCR-LE

N     L

負荷

スイッチ

負荷側の端子

スイッチをオフにして
負荷を接続する。

L

N

OUTPUT 端子台側の端子

感電の恐れがあります。端子に触れないこと。

接続する前に、必ず POWER スイッチをオフにして電源プラグを

コンセントから抜くか、分電盤のブレーカをオフにしてください。

OUTPUT
端子台

負荷の接続



 ■保証
この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験・検査をへて、
その性能は仕様を満足していることが確認され、お届けされており
ます。
当社製品は、お買上げ日より 2年間に発生した故障については、
無償で修理いたします。但し、次の場合には有償で修理させて頂
きます。

•	取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意によ
る故障、損傷。

•	不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。

•	天災・火災・そのほか外部要因による故障および損傷。
当社製品の故障に起因して生じた間接損害については責任を負い
ません
海外での故障発生時は当社営業所までご相談ください。

 ■輸出
特定の役務または貨物の輸出は、外国為替および外国貿易法の政
令／省令で規制されており、当社製品もこの規制が適用されます。
政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があ
り、該当の場合には経済産業省で輸出許可を取得し、その許可書
を税関に提出する必要があります。当社製品を輸出する場合には、
事前に購入先または当社営業所にご確認ください。

 ■廃棄
使用済み製品は、各自治体の指示に従って、産業廃棄物として廃
棄してください。

 ■修理
修理は、使用年数にかかわらず可能な限り対応します。補修用性
能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）が入手困難な
場合には、修理できないことがあります。詳細については、購入先、
または当社営業所にお問い合わせください。

 ■環境活動
弊社は1995年 12月に ISO9001を取得して、品質方針において「環
境への配慮」をうたい活動してきました。そしてより積極的な環境
活動に取り組むべく、2000年 12月に ISO14001の認証を取得して、
取り組みの基本体制を構築しました。その枠組みを製品まで広げる
ために、2005年には ISO14001：2004への移行を完了して、現
在に至っています。

 ■商標類
本書に記載されている会社名、製品名は一般に各社の商標または
登録商標です。

 ■著作権・発行
取扱説明書の一部または全部の転載、複写は著作権者の許諾が
必要です。
製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあ
ります。
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負荷の接続（続き）

前面パネルのアウトレットへの接続

本製品では後面のOUTPUT端子台および前面パネルのアウトレッ
トの両方から出力できます。前面パネルのアウトレットは、仕様を
規定していません。一部の仕様が満足しない場合があります。

注意
前面パネルのアウトレットの最大定格電圧は 250 Vacです。
最大出力電圧： 250 Vac(rms)

最大出力電流： 1つのアウトレットあたり10 Aac(rms) （PCR500LEを除く）
 PCR500LEは 2つのアウトレットの合計で 5 Aac(rms)

 PCR1000LEは 2つのアウトレットの合計で 10 Aac(rms)

アウトレットの最大定格電圧を超えた状態または DCモード
では、負荷をとらないでください。故障の原因になります。

PCR-LEシリーズ（PCR500LEとPCR1000LEを除く）は、過電
流時にはブレーカにより出力が遮断されます。
アウトレットは、下図のような電源プラグ専用です。

NEMA5-15
JIS C8303クラス II

NEMA1-15
JIS C8303クラス I

出力電圧、周波数、負荷力率などにより、最大出力電流より低くな
ることがあります。
例えば、PCR1000LE の場合には、出力電圧 115 V、負荷力率 0.7、
出力周波数 50 Hzにおいて、アウトレット2つの合計で最大 7.61 
Aになります。もし一方のアウトレットから 5 Aの出力電流を取り出
すと、他方から取り出すことができる電流は 2.61 Aになります。

1  
POWER スイッチを オフ にします。

2  
負荷となる機器の電源コードを、前面パネルのアウト
レットへ接続します。


